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青森中央学院大学公開講座担当

主 催／青森中央学院大学地域社会活動委員会 あおもり県民カレッジ
対象講座

青森中央学院大学

受講料
無料

令和四年度（第十六期）公開講義

暮らしと地域
わが郷土・青森の実相について、政治・経済・歴史・文化など様 な々側面から、
魅力的な講師により学んでみませんか。

時 間 各回とも13時00分から14時20分

会 場 青森中央学院大学学術交流会館2階 (青森市横内神田12)

対 象 一般市民 定員60名 コーディネーター 青森中央学院大学 特任教授　高橋　興

問い合わせ・申し込み先

南部ベース　代表
 美曽作 友紀子

「『食糧生産は国防だ！』と
　  踏み込んだ世界で見えたもの」

6月22日（水）
講座⑥

青森ねぶた制作者
林 広海

「デジタル博物館
　　　ねぶたミュージアムについて」

7月13日（水）
講座⑧

中泊町博物館館長
 齋藤 淳

「大正浪漫かほる宮越家離れと
　　　　　　　　　庭園の魅力」

7月6日（水）
講座⑦

東奥日報社編集局編集委員
 斉藤 光政

「ウクライナ・台湾問題とアオモリ」

6月15日（水）
講座⑤

「津軽弁の日」の会代表
 伊奈 かっぺい

「ことばで遊ぶ　ことばに遊んでもらう」

5月11日（水）
講座①

八戸市美術館副館長
 高森 大輔

5月25日（水）
講座③

「新八戸市美術館の魅力」
津軽三味線奏者
遠藤 昌宏

「津軽三味線の魅力」

5月18日（水）
講座②

MM（エムエム）総合企画代表
 間山 元喜

6月8日（水）
講座④

「八甲田雪中行軍から学ぶ危機管理」

※ご登録いただきました個人情報は、学校法人青森田中学園個人情報保護方針により、本学園の公開講座等の運営・告知以外には利用いたしません。

※定員に達し次第締め切ります。申込無しでのご入場はできません。
※新型コロナウイルスの感染状況によって、一部プログラムが変更となる可能性がございますのでご了承ください。

（申込み用QRコード）



（申込み用QRコード）
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講師プロフィール暮らしと地域

伊奈 かっぺい
　弘前市生まれ。青森市での会社員時代に方言詩集もどきを出版。以後、雑
多な出版の繰り返しで二足の草鞋。定年退職を迎え、現在は素足歩行の状
態。「津軽弁の日」の会代表。CD・DVD、著書多数。
最新刊として「言葉の贅肉　今日も超饒舌(よげしゃべり)」(岩波書店)。

講座①

遠藤 昌宏
講座②

斉藤 光政
　1959年青森県出身。東奥日報編集局次長、論説編集委員などを経て現職。旧軍・自衛隊・在日米軍、歴史
関係の調査報道で知られ、石橋湛山記念早稲田ジャーナリズム大賞、むのたけじ地域・民衆ジャーナリズム
賞優秀賞など受賞。主な著書は「米軍『秘密』基地ミサワ」（同時代社）、「在日米軍最前線」（新人物往来
社）、「ルポ下北核半島」（岩波書店）、「戦場カメラマン沢田教一の眼」（山川出版）、「原点THE ORIGIN
～戦争を描く、人間を描く」（岩波書店）、「戦後最大の偽書　東日流外三郡誌」（集英社文庫）など。

講座⑤

美曽作 友紀子
　八戸市出身。現在は三戸郡南部町で米・麦・豆・野菜・りんごを栽培。元海
上自衛官。40歳で脱サラし、農家に転身。

講座⑥

高森 大輔
　1971年生まれ。1994年に八戸市役所に入庁。2005年の文化課配属を皮切
りに、市の文化行政に長く携わる。2016年から新美術館整備事業に関わり、
2021年より現職。

講座③

間山 元喜
　1949年弘前生まれ。日本大学法学部卒。陸上自衛隊定年退官。雪中行軍弘前
隊に参加した間山伍長の孫。55歳で弘前隊の行軍コースに挑み、この様子が青
森テレビ特別番組として放映。陸奥新報で2回の連載。瑞光単光章受章。著書
「孫が挑んだもう一つの八甲田雪中行軍」「八甲田雪中行軍120年目の真実」。

講座④

齋藤　淳
　1966年黒石市生まれ。専門は日本考古学。1989年明治大学文学部考古学
専攻卒業後、旧中里町教育委員会勤務、中里城遺跡ほか町内遺跡の発掘調
査を手がける。1998年博物館開館とともに学芸員として、企画展や教育普及
活動に取り組んできた。

講座⑦

林　広海
　青森市生まれ。千葉作龍ねぶた名人に師事。23年勤続した会社を退職し、
40代後半で転身、青森ねぶた制作者の道を選択する。2017年に青森ねぶた
制作者としてデビュー。

講座⑧

( いな かっぺい )

（たかもり だいすけ）

（さいとう みつまさ）

（さいとう じゅん）

（えんどう まさひろ）

（まやま もとき）

（みそさく ゆきこ）

（はやし ひろみ）

　１９７１年福島県出身。18才より修業のため青森に移住。　
　津軽三味線全国大会では2005年五大民謡唄付け部門優勝。


